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技術資料／I－０１                                                  

 

オーラム®の接着性 

 

種々のタイプの接着剤がオーラム®同士、或いは他材料との接着に使用できますが、接着

強度は接着剤の種類，硬化条件等によって異なります。 
 

オーラム®の成形品同士をラップジョイント方式で接着させた時の接着強度の一例を下表

に示します。 

 

 

   オーラム® ：#４５０ 

   接着部 ：ラップジョイント幅 6[mm] ，オーバーラップ長さ 15[mm] 

     全接着面積 90[mm2] 

   脱脂試薬 ：メタノール 

     圧締荷重 ： 75[ｇ/cm2] 

     試験方法 ：引張り剪断 

 

 

 

接着剤システム タイプ 硬化方法 接着強度 [kg] 

ＥＨ４５５ＮＦ 

（ MTC ） 

エポキシ系  ２３℃＊３日 

１５０℃＊１時間 

１２ 

４０ 

ＥＨ４５４ＮＦ 

（ MTC ） 

〃  ２３℃＊３日 

１５０℃＊１時間 

２３ 

４５ 

Ａｒａｌｄｉｔｅ・Ｒａｐｉｄ 

（ CIBA－GEIGY ） 

〃  ２３℃＊３日 

１５０℃＊１時間 

１２ 

１６０ 
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オーラム®「ＪＣＮ３０３０」の接着 

（ウレタン系接着剤に於ける表面処理の効果） 

 

 

 

  条件     接着強度（Kgf／mm2） 

 

 

   表面処理無し      ０．７８ 

 

   プラズマ処理 0.75KW-0.5min          ２．７４ 

                   0.75KW-5min               ２．９８ 

                   1.5 KW-5min          ３．０８ 

 

   コロナ処理    500W-0.5min         ２．８０ 

                   500W-3mi                    １．９５ 

 

   ケミカルエッチング                    ２．７～３．４ 

 

 

 

 

   アルミ板とＪＣＮ３０３０（ＣＦ入り）板とのラップジョイント 
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オーラム®の接着強度 

 

１． 試料 

 

・ 曲げ試験片 

   

ＰＬ４５０ 

ＪＣＮ３０３０ 

ＪＧＮ３０３０ 

ＪＲＮ３０１５ 

ＪＱＦ３０２５ 

 

２． 実験方法 

 

・ 使用接着剤 

アラルダイト 

  

・ 接着相手面 

  アルミ、または、＃４５０ 

 

・ 接着方法 

金属の接合面を、サンドペーパー（＃６００）で磨き、メタノールで洗浄し、下記のよう

に、接着した。 

 

重ね幅   １５ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

  ・測定 

 室温で２日間接着後、引張剪断測定を行った。 

試験速度 ５ｍｍ／ｍｉｎ 

 15 

12.7 
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３． 結果 

 

試料 相手面 実強度 

kgf 

強度 

kgf/cm2 

破壊状況 

ＰＬ４５０ 

ＪＣＮ３０３０ 

ＪＧＮ３０３０ 

ＪＲＮ３０１５ 

ＪＱＦ３０２５ 

アルミ 

アルミ 

アルミ 

アルミ 

アルミ 

１０２ 

 ９６ 

１２０ 

 ９２ 

１０２ 

５４ 

５１ 

６３ 

４８ 

５４ 

接着部で破壊（剥離） 

↑ 

↑ 

↑ 

↑ 

ＰＬ４５０* 

ＰＬ４５０* 

ＪＲＮ３０１５* 

ＰＬ４５０ 

アルミ 

アルミ 

１１０ 

１０３ 

 ７６ 

６０ 

５３ 

４０ 

↑ 

↑ 

↑ 

 

     *：メタノールで洗浄後、１５０℃で乾燥して接着 


